
様式１

一般会計

令和４年度予算見積額 68,498,043 千円

令和３年度当初予算額 68,057,566 千円

差 引 増 減 額 440,477 千円

対 前 年 度 比 率 100.6 ％

土地取得事業特別会計

令和４年度予算見積額 116,617 千円

令和３年度当初予算額 100,000 千円

差 引 増 減 額 16,617 千円

対 前 年 度 比 率 116.6 ％

港湾整備事業特別会計

令和４年度予算見積額 466,959 千円

令和３年度当初予算額 469,166 千円

差 引 増 減 額 -2,207 千円

対 前 年 度 比 率 99.5 ％

流域下水道事業会計

令和４年度予算見積額 2,461,994 千円

令和３年度当初予算額 1,907,389 千円

差 引 増 減 額 554,605 千円

対 前 年 度 比 率 129.1 ％

（注）一般会計及び特別会計には、人件費を含まない。

令和４年度土木部予算見積総括表
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・「デジタル化の推進」：高知県内建設業者に対し、ICT活用工事に対応できる機器やソフ
トの導入への支援を行い、建設分野のデジタル化を促進するとともに、デジタル技術を活
用したインフラの維持管理などを推進
・「グリーン化の推進」：住宅の省エネリフォーム等に対し支援を行う「省エネ断熱リ
フォーム等改修支援事業」を創設するなど、脱炭素社会の実現に向けた取組を推進
・「グローバル化の推進」：公園や海岸施設において、外国人観光客の誘致に向けたWifi
設置や多言語対応のための施設整備を行うなど、世界のグローバル化の流れに対応できる
取組を推進

１ 令和４年度予算の基本的な考え方

.南海トラフ地震対策の推進

.豪雨等災害対策の推進

.産業振興や安全・安心に繋がるインフラ整備の推進

 土木部では、「インフラの充実と有効活用」を通じて、県勢浮揚のための５つの基本政
策を支え、県民の安全・安心の確保と地域の産業振興を図り、「安全、安心な高知」を実
現するとともに、地域の雇用を守り、県経済を下支えするため、５つの方針により予算を
編成

 最重要課題である住宅の耐震対策や、人口や経済が集中する高知市エリアを津波や高潮
から守る、浦戸湾の地震・津波対策（三重防護）など「地震・津波から命を守る対策」を
推進するとともに、四国８の字ネットワーク等の整備促進や緊急輸送道路の橋梁耐震補強
など、「輸送ルートを確保し、命をつなぐ対策」などを推進

 近年、激甚化・頻発化する自然災害に対応するため、浸水被害を防ぐ中小河川の治水対
策やダムの建設などの「豪雨等に備えるインフラ整備」を推進するとともに、国の有利な
財源を最大限活用し、河川やダム、砂防堰堤等に堆積した土砂や流木を計画的に浚渫する
など、「ダメージの蓄積を防ぐ計画的な維持管理」を推進

 本県のあらゆる施策の基盤となる四国８の字ネットワークの整備促進や、中山間地域の
暮らしにおける安全・安心を確保する、地域の実情に応じた１．５車線的道路整備など、
地域の産業振興や安全・安心に繋がるインフラ整備を推進

 高知新港など港湾の利活用の促進を図るとともに、アフターコロナのクルーズ再興に向
けた受入態勢及び振興策の充実・強化を図る。また、道路の橋梁やトンネルなど既存イン
フラの計画的な維持管理を行い、施設の長寿命化を図るとともに、ライフサイクルコスト
の低減を図る。

.既存インフラの有効活用と計画的な維持管理・更新

.デジタル化・グリーン化・グローバル化の推進

様式２
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単位：百万円
（ ）内は一般財源

主な増減理由

18,791 19,291 ▲ 500

18,883 18,503 380

48,498 49,488 ▲ 990

4,627 4,966 ▲ 339

737 84 653

68,498 68,058 440

※再掲事業により、合計は合わない

（639）

（2,949） （2,532） （417）

（1,758） （1,480） （278）

（6,075） （5,910） （165）

（247） （330） （▲ 83）

３．産業振興や安
全・安心に繋がるイ
ンフラ整備の推進

・道路の公共事業費について、今年度の国
内示額と同額程度で見積ったことなどによる
減　▲1,846（118）
・はりまや町一宮線の令和６年度末供用
に向けた事業推進による増 +697（16）

１．南海トラフ地震
対策の推進

２ 令和４年度一般会計予算見積額

項目 R4当初
見積額

R3当初
予算額

増減
(R4 - R3）

部　合　計

・道路の公共事業費について、今年度の国
内示額と同額程度で見積ったことなどによる
減 ▲493（26）

２．豪雨等災害対
策の推進

・和食ダムにおいて、一部、脆弱な土質が
確認されたことで、中断となっていたダム本
体へのコンクリート打設が再開されることに
伴う増　＋1,254（60）
・宇治川などの河川改修事業の完了に伴う
減　▲596（108）

５．デジタル化・グ
リーン化・グローバル
化の推進

・航空レーザ測深による河川管理のデジタ
ル化による増 ＋277（277）
・県営住宅の外灯照明のLED化による増
＋123（123）

（14,325） （12,425） （1,900）

４．既存インフラの
有効活用と計画的
な維持管理・更新

・高知新港高台用地の基盤整備の完了に
伴う減　▲133（41）

（667） （28）
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(1)地震火災防止対策事業（住宅耐震対策事業費補助金）

4,125千円 （4,125千円）
[－千円 （－千円）]

　地震時に住宅の通電を遮断し、地震火災を防止する対策を行う市町村及び所有者等を市
町村が補助する場合に、その費用の一部を補助する。

　　　■補助先：市町村
　　　■補助率（補助上限額）：１/４（2.75千円/戸）
　　

１.　南海トラフ地震対策の推進

新

令和４年度　土木部の新規・拡充施策
様式３

※()は一般財源、[]は令和３年度当初予算

２．豪雨等災害対策の推進
　
　(1)土砂災害特別警戒区域内住宅建替等事業費補助金

（土砂災害対策支援事業費) 
10,000千円（10,000千円）

[－千円 （－千円）]　
　土砂災害特別警戒区域内の居住者が、区域内で住宅の建替等を行う場合に、現状よりも土
砂災害に対して安全な構造とするための防護壁などの設置費用を市町村が補助する場合に、そ
の費用の一部を補助する。

　　　■補助先：市町村
　　　■補助率（補助上限額）：１/２（1,680千円/戸）

新
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(1)空き家対策モデル事業費補助金（住宅耐震対策事業費） 

6,000千円 (6,000千円)
[－千円 （－千円)]　

　　空き家対策として、所有者に空き家の処分（売る、貸す、壊す等）を促すための取組を実
施する市町村を対象に、その費用の一部を補助する。

　　　■補助先：市町村
　　　■補助率（補助上限額）：100％（1,000千円/市町村）

(2)空き家活用費補助金（住宅耐震対策事業費） 
81,000千円 (81,000千円)

[17,820千円 （17,820千円)]　
　空き家対策として、空き家の耐震改修と併せて、住宅性能を向上させるリフォームを行う所有
者に市町村が補助する場合に、その費用の一部を補助する。

　　　■主な拡充内容：補助上限額の引き上げ
　　　　・補助先：市町村
　　　　・補助率（補助上限額）：市町村の補助額の1/3（900千円/戸）

　　
(1)高知新港コンテナ利用促進事業費補助金（ポートセールス活動事業費） 

18,260千円（18,260千円）
[12,590千円 （12,590千円)]

　高知新港の利用を促進するため、荷主に対し、コンテナ貨物の輸出入にかかる経費の補助を
行い、輸出入コンテナ貨物を増加させることで、産業振興に寄与する。

　　　■主な拡充内容：大口荷主等への補助範囲を拡充。

３．産業振興や安全・安心につながるインフラ整備の推進

４.　既存インフラの有効活用と計画的な維持管理・更新

拡

グロー
バル

新
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拡

次
世代
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　　(1)河川航空レーザ測深委託業務（河川調査費） 
277,025千円 (277,025千円)

[－千円 （－千円）]
　航空レーザで計測した三次元データから、堤防や河道の変状を定量的に把握することで、堤防
の適切な管理や治水上支障のある堆積土砂の除去などを行い、浸水被害の防止に繋げる。

(2)港湾施設の定期点検デジタル化（港湾維持修繕費） 
42,000千円 (42,000千円)

[－千円 （－千円）]
　港湾施設において、維持管理に関する情報をデータベース化することで、管理点検業務の省
力化や港湾施設の安全性と利便性の向上を図る。

　 
(3)県営住宅における外灯照明のLED化（住戸改善推進事業費）

123,008千円 (123,008千円)
[－千円（－千円）]

　脱炭素社会の実現に向け、県営住宅における外灯照明のLED化を行うことにより、省エネ化を
推進する。

　　　
(4)省エネ断熱リフォーム改修支援事業（住宅耐震対策事業費）

7,500千円 （7,500千円）
[－千円 （－千円）]

　脱炭素社会の実現に向け、住宅の省エネ化を図るため、省エネリフォーム等を行う所有者等を
市町村が補助する場合に、その費用の一部を補助する。

　　　■補助先：市町村
　　　■補助率（補助上限額）：１/２（250千円）

(5)ヤ・シィパーク環境整備事業（港湾海岸管理費）
14,000千円 （3,500千円)

[－千円 （－千円）]
　ヤ・シィパークにおいて、外国人観光客の誘致に向けて、Wifiの設置や多言語対応のための施
設整備を行うなど、世界のグローバル化の流れに対応できる取組を推進する。

５.　デジタル化・グリーン化・グローバル化の推進
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